
 

新潟市まちづくりパートナーシップ事業の審査に関する取扱基準 

 

 

１ 趣旨  

この基準は、新潟市まちづくりパートナーシップ事業の事業提案を受けたとき

の審査を適正かつ効率的に行うため、必要な事項を定める。 

 

２ 委員構成 

新潟市まちづくりパートナーシップ事業政策企画部審査委員会設置基準第３条

第２項第２号に規定する委員は、同項第１号の委員数を超えないものとする。 

ただし、市長が認めた場合はこの限りではない。 

 

３ １次審査および２次審査 

新潟市まちづくりパートナーシップ事業補助金交付要綱（以下「補助金交付要

綱」という。）第７条に規定する１次審査および２次審査は、「審査シート」（様式

１）を用いてし、次の事項について行う。 

（１）採択予定事業の決定 

審査委員会は、審査委員会としての審査結果を取りまとめ、獲得点数が一番

高い提案事業又は獲得点数の高い順に、予算の範囲内で、採択すべき提案事業

を決定する。 

なお、委員は、審査委員会としての意見を取りまとめるにあたり、審査委員

会での議論を踏まえて、自らが付けた採点結果を変更することができる。 

（２）審査結果の報告 

審査委員会は、審査委員会で決定した審査結果について、速やかに市長に報

告する。 

 

４ 中間ヒアリング 

審査委員会は、市長から補助金交付要綱第１０条に規定する中間ヒアリングに

おける助言を求められた場合は、「中間ヒアリングシート」（様式２）を用いて、

次の事項について行う。 

（１）次年度補助事業継続に関する審査 

審査委員会は、助言を求められた提案事業について、進捗状況等を検証し次

年度の補助事業継続の可否について審査する。 

（２）中間ヒアリング結果の報告 

審査委員会は、審査委員会で決定した中間ヒアリングの審査結果について、

速やかに市長に報告する。 

 

５ その他 

審査にあたり、本取扱基準に疑義が生じた場合及び本取扱基準に定めのない事

項については、その都度、審査委員会で協議し決定する。 



 

 

 附 則 

この基準は、令和７年８月２０日から施行する。 

 



（様式１）

15 12 9 6 3 0

特に優れている 優れている 普通 劣る 特に劣る 記載なし

25 20 15 10 5 0

特に優れている 優れている 普通 劣る 特に劣る 記載なし

20 16 12 8 4 0

特に優れている 優れている 普通 劣る 特に劣る 記載なし

25 20 15 10 5 0

特に優れている 優れている 普通 劣る 特に劣る 記載なし

15 12 9 6 3 0

特に優れている 優れている 普通 劣る 特に劣る 記載なし

/100

１.テーマの
把握・理解

提示されたテーマについての現状や背
景を理解し、テーマに即した公益性の
ある取組提案となっているか。

５.継続性・発
展性

事業の継続性や発展性があると判断
できるか。

事業計画を実行することで、テーマを
踏まえた具体的な効果や市民満足度
の向上を期待できるか。予算の見積も
りが適正で、費用対効果の高い事業計
画となっているか。

４.事業効果

提案内容等から事業の実施に当たっ
ての知識は十分か。また、これまでの
実績や経験等から事業遂行能力は十
分か。

２.企画力

３.実施能力

提案者名

評価項目 評価

まちづくりパートナーシップ事業　審査シート

評価者

事業目的や事業計画が妥当であり、
テーマに沿った内容になっているか。ま
た、事業に先駆性や新規性があるか。



（様式２）

提案事業名

委員名

評価項目 評価の視点

１．事業計画の正確性 / 5
「実施状況報告書」「事業計画書」「収支予算見込み」な
ど提出書類から事業が計画どおりに進捗しているか
大幅な遅延や変更はないか

２．事業費の妥当性 / 5 「収支予算見込み」などから事業費が事業内容に合って
いて収入および支出が妥当であると判断できるか

３．継続性、実施能力 / 5 事業の進捗状況や事業費などから次年度以降も事業計
画どおりに実施されると判断できるか

４．

５．

合　　計 /15
各委員の採点平均で、各項目が３点以上で、かつ、合計
１０点以上獲得が次年度継続の下限。
各委員のうち、１項目でも０点がある場合は、次年度継
続について、協議し、必要に応じて補助事業者に指示。

コメント欄

「５点：よくできている」 ・・・・・・

「４点：概ねできている」 ・・・・・・

「３点：普通」 ・・・・・・

「２点：あまりできていない」 ・・・・・・

「０～１点：できていない」 ・・・・・・ 評価項目ができていなく，事業内容的にも困難かつ効果が少ない

評価

評価項目が実現されており，事業内容的に申し分ない

評価項目がある程度実現されており，事業内容的に問題ない

まちづくりパートナーシップ事業　中間ヒアリングシート

課題（テーマ）

評価項目ができていない部分もあるが，事業の実施にあたり改善
することで対応できる

評価項目ができていない部分が多く，事業内容的に効果が少ない


